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〇子どもの主体性を伸ばすには、、、～学習において～ 
昨年度から新しい教育の指針（学習指導要領）が、全面的に実施されました。通知表の全ての教

科の観点別評価で、「興味関心をもち、意欲的に学ぶことができる」という項目が、「主体的に学ぶ

ことができる」と、変わったことからお気づきだと思いますが、新しい教育では、「主体的な学び」

が重視されています。 

「主体的に学ぶ態度」とはどのような態度なのか、文部科学省は、「興味関心を持つこと」、「自ら

情報を収集して、解決しようとする」、「粘り強く取り組む」、「自分を振り返り、次につなげる」と、

解説しています。さて、この主体性を伸ばすにはどうすればよいのでしょうか。 

学校では、「学び合い」学習を取り入れ、グループ学習を通して、「なんで？」や「わからへん」

と声を上げやすい雰囲気を創り、「こうしたらいいかも」や「これもいいかも」と共に解決していこ

うとする態度を育てようとしています。生徒の解いてみたくなる課題を出して、説明はできるだけ

簡潔にし、自分たちで答えを見つけ出す授業を行っています。 

右は、今週の７年生の数学（比例）の授業です。どの班も最後 

まで粘り強く取り組み、課題を解決しています。 

 

学校での学びを通して、家庭学習で自ら振り返ることが大切です。 

ここにも、主体的な学びのポイントがありそうです。 

 


